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（６）（第３種郵便物認可） ２０２１年　（令和３年）　９月２９日　（水曜日）

　横須賀市の中学校では、これまで家庭からの弁当持参
を基本に、ミルク給食を実施してきました。しかし私は、
中学校完全給食はそもそもナショナルミニマムとして、
実施をしなければならないものと考えており、本市にと
って最も重要な施策の一つとして、全力で推進してまい
りました。このたび、無事に学校給食センターの開業を
迎えることができ、万感の思いです。
　本施設は、市内のほぼ中央に立地しており、市内校
全ての市立中学校に、おおむね分以内での配送が可能
です。調理能力は約，食で、炊飯設備を備えている
ほか、乳・卵アレルギー対応の除去食も提供します。ま
た、平屋建てのため、会議室に設置した見学スペースか
らは調理員と同じ目の高さで作業の様子を見ることがで
きます。
　学校給食は教育の一環であり、今後は、小学校・中学
校の９年間を通じた食育が可能になります。
　自立に向けて大きく成長する横須賀の中学生が、栄養
バランスの取れたおいしい給食を食べて、心身の健康づ
くりや食に関する意識の向上に役立ててくれることを心
から願っています。
　結びに、学校給食センター整備、中学校完全給食の実施
にご支援とご協力をいただきました関係者の皆さまに、
心から感謝を申し上げます。

●工　　事　　名　　称横須賀市学校給食センター建設工事
●所　　在　　地神奈川県横須賀市平作５――
●発　　注　　者横須賀市
●設　計　・　監　理株式会社梓設計
●施　　　　工三井住友建設株式会社横浜支店
●調理設備工事日本調理機株式会社
●敷　　地　　面　　積，．㎡
●建　　築　　面　　積，．㎡
●延　　床　　面　　積，．㎡
●構　造　・　規　模Ｓ造平屋
●工　　　　期年８月１日～年７月日

　神奈川県横須賀市で建設が進められていた「横須賀市学校給食
センター」が完成した。横須賀市が中学校完全給食を実現するた
めに設置したもので、１日に約１万食の給食を調理し市立学校
に届ける。安全・安心な給食で中学生の心と体の成長をサポート
する拠点として期待されている施設だ。事業は設計・建設と運営

・維持管理を一括で発注するＤＢＯ方式で実施。設計・監理を梓
設計、施工を三井住友建設、調理設備工事を日本調理機が担当し
た。施設は高い機能性と周囲の環境に溶け込む横須賀らしさあふ
れるデザインとなっており、高品質で精度の高さを感じさせる佇
まいを見せている。きょう日、中学校の給食がスタートする。

船の帆をイメージした『ほ～ばるウォール』

　横須賀市学校給食センターは、ＪＲ横須賀線衣笠駅西方の閑静
な住宅街の一画に建設された。
　着工は年８月。三井住友建設（岡村典之所長）の施工によ
りスタートした。
　建設にあたり、岡村所長は「ＢＩＭを積極的に活用した」こと
をポイントに上げる。特にこの施設の外観の特徴となっている長
さｍに及ぶ弧を描く外壁『ほ～ばるウォール』の施工では、そ
のメリットが大きな効果を上げたという。二次元の図面を３次元
化し、職員や関係業者が形状を立体的に把握できるようにしたこ
とで理解度が飛躍的にアップ。生産性や品質の向上につながった
そうだ。加えてＩＣＴ技術の導入はコミュニケーションツールと
しても効力を発揮。施工管理全般をデジタル化して職員全員が情
報を共有し、管理の合理化はもとより、意思の疎通にも貢献した。
　注目の『ほ～ばるウォール』の施工について岡村所長は、「シ
ンボリックな部分であり、設計者のご指導を頂きながら細かなデ
ィティールにも気を配り、その目指すものを再現することを心が
けた」と語る。難易度は高かったようだが、施工に際しては外部
足場の壁つなぎの仕方を工夫。倒壊防止に万全を期した上で、完
成後に後が残らないように配慮するなど入念な作業が行われた。
「施工プロセスを大切にし、見えないところまで完璧に仕上げる」
ことをモットーとする岡村所長の手腕が遺憾なく発揮された工事
といえよう。
　一方、現場管理では、「住宅街での工事のため、近隣への影響
を極力抑えた」（岡村所長）そうで、土埃対策や騒音・振動の低
減を徹底したという。また、安全対策では、同社が掲げる５Ｓ
（整理・整頓・清掃・清潔・誠実）を基本に、安全意識を高める
取り組みを推進。延べ約万時間の全工程を無事故無災害で完遂
した。
　工事を終え、岡村所長は「チャレンジのしがいのある工事でし
た。満足していただけるものができたと自負しています。ご近隣
の方々のご協力に改めて感謝いたします」と感想を述べている。 上地市長（左から３人目）らによるテープカット

　横須賀市学校給食センターは、横須賀市で中学校完全給食を実施する中
核拠点として計画されたものです。
　設計に際しては、給食センターであることから、ＨＡＣＣＰに沿った衛
生管理がしっかり行えることを重点に、設備もワンウェイで明確な配置と
し調理工程がスムーズに流れるようにするなど機能性の高さを追求しまし
た。また、当施設が住居系用途地域に建つため、平屋建ての高さを抑えた
計画とし周辺の住環境を阻害しないよう配慮しました。

　デザインコンセプトは、〝横須賀らしさ〟の具現化で、地域の方々に愛
着を持ってもらえるものを目指しました。外観では、船の帆をイメージし
た曲面の外壁『ほ～ばるウォール』を配したのが特徴です。内部では、平
屋建ての条件を活かして見学者が調理師と同じ目線で作業を見学できるよ
うになっています。見学ゾーンにはネイビーカラーによる横須賀らしさの
演出も行っています。
　また、動線計画については、人と車両の動線を明確に分離したほか、車
両動線も搬入や搬出する車両が交錯しないように計画し、安全性と合理性
を高めています。
　当施設が、横須賀市の給食センターとして今後の模範となるような先進
的事例になることを期待しています。運用開始後は、単なる給食センター
ではなく、地域密着型の施設として多くの皆さんに愛されることを願って
います。
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